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一
九
四
三
年
九
月

一
二
月

私
小
説
「
作
家
手
帖
」
と
戦
記
物
「
軍
隊
手
帖
」
と
／
大
國
眞
希

奇
し
く
も
こ
の
時
期
に
は
太
宰
治
の
「
作
家
手
帖
」
と
火
野
葦
平
の
「
軍
隊
手
帖
」
と
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
第
一
回
の
芥
川
賞
の
候
補
に
挙
が
り
な
が
ら
も
受
賞
を
逃
し
（「
私
見
に
よ
れ
ば
、
作
者
目
下
の
生

活
に
厭
な
雲
あ
り
て
、
才
能
の
素
直
に
発
せ
ざ
る
憾
み
あ
つ
た
」）、
文
壇
の
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が
〈
作

家
太
宰
治
〉
生
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
火
野
葦
平
は
第
六
回
芥

川
賞
を
受
賞
し
た
（「
出
征
中
と
云
う
政
治
的
条
件
す
ら
、
申
分
無
か
つ
た
」「
端
睨
で
き
な
い
程
の
変
つ

た
素
材
を
駆
使
す
る
点
、
面
白
い
作
家
だ
が
、
只
行
文
が
未
だ
お
話
の
程
度
で
創
作
の
域
に
至
ら
な
い
憾

が
あ
つ
た
」
に
も
拘
わ
ら
ず
「
的
確
に
新
し
い
戦
争
文
学
を
期
待
し
て
も
い
い
」）。
報
道
部
に
所
属
し
、

戦
地
物
／
戦
争
文
学
を
書
く
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
、
身
体
検
査
を
通
過
せ
ず
「
内
地
」
に
て
諧
謔
的
に

銃
後
の
生
活
な
ど
を
書
く
作
家
。
芥
川
賞
を
軸
と
し
て
、
二
者
は
対
極
に
位
置
し
て
い
る
印
象
を
与
え
る
。

実
際
、
例
え
ば
福
田
恆
存
「
文
学
至
上
主
義
的
風
潮
」（「
新
潮
」
一
九
四
三
・
二
）
で
は
、
太
宰
作
品
は

私
小
説
の
ほ
う
に
、
火
野
作
品
は
戦
争
文
学
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

渡
辺
考
『
戦
場
で
書
く

火
野
葦
平
と
従
軍
作
家
た
ち
』（
二
〇
一
五
・
一
〇
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
に
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
馬
淵
中
佐
が
火
野
葦
平
に
望
ん
だ
こ
と
は
、「
作
家
の
書
く
も
の
じ
ゃ
な
く
て
」

「
兵
士
た
ち
が
戦
場
で
抱
く
情
感
と
か
、
親
に
対
す
る
気
持
ち
を
綴
っ
て
も
ら
う
、
い
わ
ば
、
そ
う
い
う

陣
中
日
誌
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
り
、「
銃
後
で
は
、
自
分
の
親
な
り
子
供
な
り
、
先
生
な
り
兄
さ
ん
な
り

が
初
め
て
戦
場
に
派
遣
さ
れ
て
、
ど
う
い
う
生
活
を
送
り
、
ど
う
い
う
意
気
込
み
で
闘
っ
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
と
熱
望
し
て
」
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
出
征
し
た
兵
隊
さ
ん
の
家
族
な
り
友
人
な
り
に
安
心
し

て
も
ら
う
証
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
」「
当
時
の
銃
後
の
人
た
ち
へ
の
報
告
書
み
た
い
な
形
で
書
い
て
い
た

だ
」
く
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
外
的
条
件
の
も
と
で
兵
隊
三
部
作
は
作
ら
れ
、〈
作
家
火
野
葦
平
〉
は

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
但
し
、
兵
隊
三
部
作
だ
け
み
て
も
、
手
記

書
簡

三
人
称
と
形
式
を
変
え
、

「
も
う
嫌
に
な
っ
た
と
語
り
手
が
顔
を
出
し
て
話
し
だ
す
」
な
ど
の
「
道
化
の
華
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う

な
構
想
メ
モ
を
残
す
側
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
火
野
は
、
一
九
四
二
年
一
二
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し
て

大國眞希

【
戦
局
】

▼
９
月

・
イ
タ
リ
ア
無
条
件
降
伏

・
二
五
歳
未
満
の
未
婚
女
子
、
勤
労
挺
身
隊

に
動
員

・
御
前
会
議
〈
今
後
執
る
べ
き
戦
争
指
導
大

綱
〉
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
〈
当
面
の
緊

急
に
関
す
る
件
〉
を
決
定

▼

月
10

・
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
（
昭
和
一
八
年

勅
令
第
七
五
五
号
）
公
布
。
理
工
系
と
教

員
養
成
系
を
除
く
文
科
系
の
高
等
教
育
諸

学
校
の
在
学
生
の
徴
兵
延
期
措
置
の
撤
廃

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
独
立
宣
言

・
文
部
省
・
学
校
報
国
団
本
部
、
徴
兵
延
期

停
止
に
よ
り
出
陣
す
る
学
徒
壮
行
大
会
を

神
宮
外
苑
競
技
場
に
て
挙
行

▼

月
11

・
兵
役
法
、
改
正
。
国
民
兵
役
は
四
五
歳
ま

で
延
長

・
マ
キ
ン
島
・
タ
ラ
ワ
島
に
米
軍
上
陸
。
両

島
で
五
四
〇
〇
人
玉
砕
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お
り
、
こ
の
時
期（
一
九
四
三
～
四
四
）の
芥
川
賞
の
選
考
委
員
を
つ
と
め
、
日
本
文
学
報
国
会
の
北
九
州

支
部
幹
事
長
に
な
る
な
ど
、「
内
地
」
で
活
躍
を
し
て
い
る
。
第
一
八
回
（
一
九
四
三
年
下
半
期
）
の
芥
川

賞
作
（
東
野
邊
薫
「
和
紙
」）
に
つ
い
て
は
、「
ま
こ
と
に
う
ま
い
作
品
で
、
今
度
の
芥
川
賞
と
す
れ
ば
、

も
と
よ
り
、
申
し
分
は
な
い
が
、
私
に
は
小
説
作
法
と
い
う
も
の
に
気
を
つ
か
い
す
ぎ
て
い
る
よ
う
で
、

そ
こ
に
首
を
傾
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
」「
し
か
し
、
出
征
し
た
兵
隊
の
妻
と
な
る
べ
き
女
を
、
家
の
者
が
い

た
わ
り
、
ま
た
、
い
た
わ
ら
れ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
気
を
つ
か
っ
て
い
る
女
の
気
持
な
ど
が
よ
く
あ
ら
わ

れ
て
い
て
、
私
は
と
き
ど
き
涙
を
も
よ
お
し
た
」。「
私
は
い
つ
も
そ
う
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ご
ろ
同

人
雑
誌
を
読
む
と
、
ど
の
作
品
も
な
か
な
か
う
ま
い
。
私
は
そ
れ
に
感
心
し
た
り
、
ま
た
不
満
だ
っ
た
り

す
る
」「
も
つ
と
、
形
は
と
と
の
わ
な
く
て
も
よ
い
か
ら
、
胸
の
底
に
触
れ
て
来
る
作
品
が
欲
し
い
と
思
う

の
で
あ
る
」
と
評
す
る
。

如
上
の
「
文
学
至
上
主
義
的
風
潮
に
つ
い
て
」（
福
田
恆
存
）
で
は
、「
一
篇
の
感
激
の
歌
よ
り
、
一
双
の

船
舶
、
一
台
の
爆
撃
機
こ
そ
今
は
必
要
な
の
だ
。
現
代
に
於
い
て
、
作
家
は
か
な
ら
ず
し
も
歌
を
う
た
ひ
、

小
説
を
書
く
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
報
道
文
学
で
な
く
て
も
い
い
で
は
な
い
か
、
な
ぜ
、
た
だ
報
道
で

は
い
け
な
い
の
か
、
戦
争
文
学
で
な
く
、
な
ぜ
戦
争
記
録
で
は
い
け
な
い
の
か
。
必
要
な
ら
、
黙
々
と
歴

史
記
述
を
引
き
受
け
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
書
か
れ
、
火
野
の
「
歩
哨
線
」
に
つ
い
て
は
「
あ
た
か

も
終
結
か
ら
仮
説
を
編
み
出
し
た
や
う
な
作
為
が
目
に
立
つ
て
仕
方
な
い
。
か
う
い
ふ
テ
ー
マ
を
扱
ふ
の

に
は
も
つ
と
す
な
ほ
な
記
述
が
望
ま
し
い
」
と
評
す
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
平
浩
一
が
一
九
三
九
年

八
月
の
文
壇
状
況
に
つ
い
て
「「
素
材
派
・
芸
術
派
論
争
」
の
推
移
と
「
無
意
味
」
化
の
問
題
」
と
し
て
論

じ
た
（「
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
二
〇
一
二
・
六
）
こ
と
と
接
続
さ
れ
得
る
。
こ
の
時
期
に
至
り
、
下
島

連
「
時
局
小
説
私
感
」（「
読
書
人
」
九
月
）
で
は
「
小
説
を
作
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
生
み
出
す
と
か
創
造

す
る
と
か
い
ふ
状
態
か
ら
遠
い
の
が
多
く
の
作
家
の
偽
り
な
い
状
態
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
人
生
の
観
察

者
と
い
ふ
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
生
み
出
し
た
方
法
を
、
現
に
そ
の
ま
ゝ
の
形
で
日
本
の
文
学
者
が
奉

じ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
国
体
を
護
持
し
、
そ
の
為
め
に
全
生
命
を
か
け
る
と
い
ふ
や
う
な
態
度
が
、
文

太宰治と戦争1941-1945

▼

月
12

・
米
英
中
首
脳
、
カ
イ
ロ
宣
言
に
署
名

・
文
部
省
、
学
童
縁
故
疎
開
促
進
を
発
表

・
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
公
布
。
徴
兵
適
齢
、

一
九
歳
に
引
き
下
げ

【
社
会
】

▼
９
月

・
上
野
動
物
園
で
空
襲
時
に
備
え
て
猛
獣
を

薬
殺
。

・
鳥
取
県
大
地
震
（
死
者
一
〇
八
三
人
）

・
西
日
本
に
台
風
（
死
者
七
六
八
人
、
全
壊

六
六
七
四
戸
）

▼

月
10

・
鉄
道
省
、
列
車
ダ
イ
ヤ
を
改
定
。
旅
客
列

車
、
大
幅
削
減

・
中
野
正
剛
、
倒
国
容
疑
で
逮
捕
。
釈
放
さ

れ
、
自
宅
で
割
腹
自
殺

▼

月
11

・
大
東
亜
会
議
開
催
（
共
同
宣
言
発
表
）

▼

月
12

・
徳
田
秋
声
、
死
去

・
都
市
疎
開
実
施
要
綱
、
決
定
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学
者
に
あ
る
ま
じ
き
素
朴
な
態
度
で
あ
る
と
い
ふ
容
易
な
ら
ぬ
迷
信
が
牢
乎
と
し
て
根
を
張
つ
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
所
謂
純
文
学
と
言
は
る
ゝ
も
の
に
一
層
甚
だ
し
い
傾
向
で
あ
る
が
純
文
学
作
家
と

大
衆
作
家
の
間
隔
が
な
く
な
つ
て
、
純
文
学
作
家
と
言
は
れ
る
人
々
が
、
ど
し

く
時
局
小
説
を
も
の
す

に
至
っ
た
為
め
、
却
つ
て
危
機
が
増
大
し
て
ゐ
る
や
う
な
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
戦
争
を
分
析
し
観
察

す
る
や
う
な
態
度
で
も
の
さ
れ
た
読
物
を
読
ん
で
ゐ
る
と
読
者
は
何
時
の
間
に
か
作
者
の
視
覚
か
ら
戦
争

を
分
析
し
、
観
察
す
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
巧
み
に
情
勢
に
調
子
を
合
は
し
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
時
局

小
説
に
対
し
て
鋭
い
批
判
が
必
要
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
時
局
小
説
な
る
が
故
に
健
全
で
あ
る
と
い
ふ
や

う
な
浅
薄
な
見
方
は
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
論
じ
ら
れ
、
伊
藤
整
が
「
昭
和
十
八
年
度
の
作
品
に

つ
い
て
」（「
新
潮
」
一
二
月
）
で
、「
大
体
に
、
こ
の
度
の
戦
争
に
な
つ
て
か
ら
、
文
学
者
で
あ
る
作
者
の

従
軍
中
の
体
験
記
と
し
て
書
か
れ
る
作
品
が
多
く
出
現
し
た
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
ど
う
し
て
も
筆
を
と
る
も
の
と
し
て
見
た
戦
争
と
い
ふ
、
一
種
の
副
次
的
な
戦
争
文
学
の
性
格
が
主
眼

と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
こ
の
種
の
戦
争
文
学
に
あ
る
限
界
を
作
る
。
そ
の
限
界
と
い
ふ
の
は
、
ど
う
し

て
も
こ
れ
等
の
作
品
が
私
小
説
の
系
統
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
、
戦
争
文
学
に
や
つ

す
、
と
い
ふ
書
き
方
で
あ
り
、
主
人
公
の
文
学
者
と
し
て
の
風
格
が
、
戦
ふ
者
の
性
格
を
ぢ
か
に
伝
へ
ぬ

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
は
れ
る
美
し
い
風
格
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
文
学
者
と
し
て
主
人
公
な
る
作
者
の

も
の
で
あ
つ
て
、「
戦
場
に
お
け
る
文
学
者
」
を
描
い
た
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
な

問
題
も
浮
上
し
て
く
る
。
芳
賀
檀
「
文
藝
時
評
」
に
よ
る
、「
古
来
よ
り
の
日
本
の
文
学
の
伝
統
を
、
改
め

て
今
日
も
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
即
ち
文
学
は
軍
隊
で
あ
り
、
而
も
最
も
果
敢
な
苛
烈
な
捨
身
の

軍
隊
で
あ
り
、
精
神
の
爆
撃
隊
で
あ
つ
た
と
言
ふ
こ
と
。
其
の
他
の
、
歴
史
の
戸
外
に
立
つ
冷
た
い
、
否

定
的
な
作
家
的
態
度
か
ら
は
其
の
冷
た
さ
と
、
傍
観
が
秀
徹
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
平
板
な
薄
弱
な
歪
曲

し
た
性
格
や
現
実
の
素
描
し
か
生
れ
て
来
は
し
な
い
」（「
東
京
新
聞
」
一
二
月
七
日
）
な
ど
の
議
論
も
あ
る
。

高
木
卓
「「
い
の
ち
の
な
が
さ
」
に
つ
い
て
」（「
新
潮
」
九
月
）
で
は
、
少
数
の
す
ぐ
れ
た
作
品
の
、
し

か
も
ま
た
少
数
の
う
ち
に
、「
ほ
ん
た
う
に
す
ぐ
れ
た
、
い
の
ち
な
が
い
も
の
」
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
、

大國眞希

【
文
化
】

▼
９
月

・
映
画
「
決
戦
の
大
空
へ
」
公
開
。
挿
入
歌

の
「
若
鷲
の
歌
」（
別
名
「
予
科
練
の
歌
」）

が
大
流
行

▼

月
10

・
映
画
「
熱
風
」
公
開

・
映
画
「
無
法
松
の
一
生
」
公
開

▼

月
11

・
第
二
次
雑
誌
統
合

▼

月
12

・
第
二
回
大
東
亜
戦
争
美
術
展

・
映
画
「
海
軍
」
公
開

・
映
画
「
浪
曲
忠
臣
蔵
」
公
開

【
代
表
作
】

▼
９
月

・
織
田
作
之
助
「
挙
措
、
親
愛
に
満
つ
：
大

阪
大
会
の
成
果
」（「
文
学
報
国
」）
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「
内
部
に
い
の
ち
を
も
つ
ほ
ん
た
う
の
古
典
」
と
「
外
部
の
事
情
に
ヨ
リ
多
く
依
存
し
て
古
典
と
な
つ
た

も
の
」
と
に
区
分
け
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
い
は
ゆ
る
私
小
説
が
、
合
時
代
的
な
作
品
よ
り
も
却
つ

て
い
の
ち
な
が
さ
的
な
も
の
を
も
ち
、
何
か
本
能
的
に
さ
へ
い
と
ほ
し
ま
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。「「
何
々

と
兵
隊
」
や
「
海
戦
」
は
お
そ
ら
く
外
的
な
古
典
に
は
な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
に
つ
け
て
も
、
火
野
氏
や
丹

羽
氏
に
は
敬
意
を
表
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
」
と
、「
内
的
な
古
典
」
に
な
れ
ば
喜
ば
し
い
と
留
保
つ
き
な

が
ら
、
火
野
作
品
は
「
外
部
依
存
の
古
典
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。

更
に
、
こ
の
時
期
、
用
紙
の
統
制
配
給
が
行
わ
れ
、
ま
た
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
小
説
そ
の
も
の
が
減
少

す
る
。「
従
来
通
常
に
文
藝
時
評
の
対
象
と
な
つ
た
や
う
な
文
学
の
頁
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」（
中
野
好

夫
「
文
藝
時
評
」「
東
京
新
聞
」
一
一
・
六
）
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
歴
史
を
人
間
の
性
格
に
よ

つ
て
整
理
し
て
見
せ
た
と
い
ふ
か
、
一
種
の
分
析
の
面
白
さ
に
よ
つ
た
作
品
で
あ
る
。
太
宰
氏
の
近
年
の

分
析
的
な
作
風
が
、
こ
の
作
品
に
い
た
つ
て
完
成
し
た
と
い
ふ
や
う
な
円
熟
し
た
立
派
さ
が
あ
る
。
／
作

者
は
確
信
を
持
つ
て
、
武
人
の
心
、
藝
術
家
の
心
、
政
治
家
の
心
を
裁
断
し
、
裏
が
へ
し
、
解
説
し
て
い

る
。
し
か
し
、
読
後
、
こ
の
歴
史
小
説
は
不
確
か
な
と
こ
ろ
と
い
ふ
歴
史
の
実
質
の
厚
さ
の
一
部
を
失
つ

て
、
あ
る
貧
困
さ
に
陥
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
」
と
評
さ
れ
（
伊
藤
整
「
史
的
な
題
材
」「
東
京

新
聞
」
一
二
・
二
八
）、
後
に
野
村
尚
吾
か
ら
も
「「
時
代
相
」
や
「
環
境
」
で
は
な
く
「
性
格
」
に
お
い

て
書
か
れ
た
」「
失
敗
作
」
と
酷
評
さ
れ
る
（（『
早
稲
田
文
学
』
一
九
四
四
・
六
）
も
、
一
万
を
超
え
た
部

数
を
刷
ら
れ
た
『
右
大
臣
実
朝
』
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
本
誌
で
滝
口
明
祥
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
本
作

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
作
品
で
は
あ
る
が
、
一
部
が
「
赤
心
」
と
し
て
辻
小
説
欄
に
掲
載
（
の
ち
、
八

紘
社
杉
山
書
店
刊
の
『
辻
小
説
集
』
に
収
録
）
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
事
実
も
あ
る
（
こ
の
実
朝
の
歌
は
、

「
愛
国
百
人
一
首
」
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
）。

一
方
、「
行
動
人
で
な
か
つ
た
芥
川
龍
之
介
は
、
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
と
称
し
て
、
死
の
影
に
脅
か
さ
れ

る
」「
報
道
班
の
作
家
達
は
」「
行
動
人
で
あ
る
」（
上
村
暁
「
文
藝
」
三
月
）
と
評
さ
れ
て
い
た
報
道
班
の

中
心
に
い
た
火
野
は
戦
後
、「
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
遺
書
を
残
し
て
自
殺
す
る
。

太宰治と戦争1941-1945

・
坂
口
安
吾
「
二
十
一
」「
現
代
文
學
」）

・
太
宰
治
『
右
大
臣
実
朝
』（
錦
城
出
版
社
）

・
丹
羽
文
雄
「
西
下
の
一
行
に
従
い
て
」

（「
文
学
報
国
」）

・
丹
羽
文
雄
「
混
血
児
」（「
文
藝
」）

・
火
野
葦
平
「
緑
々
荘
」（「
文
藝
読
物
」）

▼

月
10

・
伊
藤
整
「
笑
わ
ぬ
人
」（「
日
本
少
女
」）

・
坂
口
安
吾
『
真
珠
』（
大
観
堂
）

・
太
宰
治
「
金
銭
の
話
」（「
雑
誌
日
本
」）

・
太
宰
治
「
不
審
庵
」（「
文
藝
世
紀
」）

・
太
宰
治
「
作
家
の
手
帖
」（「
文
庫
」）

▼

月
11

・
中
本
た
か
子
『
新
し
い
情
熱
』（
金
鈴
社
）

・
丹
羽
文
雄
「
春
の
山
か
ぜ
」（「
改
造
」）

・
火
野
葦
平
『
敵
将
軍
：
バ
タ
ア
ン
戦
話
集
』

（
第
一
書
房
）

▼

月
12

・
坂
口
安
吾
『
日
本
文
化
史
観
』（
文
体
社
）


